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1988/89年夏季，南極キングジョージ島長城基地での

日中共同観測

渡辺研太郎＊• 井上正鉄＊＊・大山佳邦＊

China-Japan Collaborative Research Program on Antarctic Biology at 

Great Wall Station in King George Island, South Shetland 

Islands in the Summer of 1988/89 

Kentaro WATANABE*, Masakane INOUE** and Yoshikuni OHYAMA* 

Abstract: As the China-Japan collaborative research program on Antarctic 

biology, 1988-1991, two Japanese biologists carried out field observations and 

samplings near Great Wall Station (62°13'S, 58°58'W) in King George Island 
from mid-November 1988 to early March 1989 with the Fifth Chinese National 
Antarctic Research Expedition (CHINARE-5) members. 

One of the authors, a Iichenologist surveyed the vegetations in the Fildes 

Peninsula, the Burton Peninsula and Nelson Island and collected lichen speci-

mens for taxonomical works in his laboratory. He recognized 199 taxa of 64 
genera tentatively from the area. Another author took part in marine biological 

observations at five locations in the coastal area off Great Wall Station and 

collected ice algae and phytoplankton specimens 

要旨： 昭和 63年度から 3カ年叶両で中国南極観測隊との共詞観測か｀｀大障性州

極と海洋性南極における動柏物相の比較研究" 0)テーマで開始された． その初年度

として 1988/89年，第 5次中国南極観測隊 (CHINARE-5)に参加し， 11月中旬か

ら約 4カ月間，長城基地周辺域で地衣類を中心とした陸上生物および微細泌類を中

心とした海洋生物の野外調介を実施した．

陸上生物調査はフィルデス半島， バートン平島およびネルソン島で行い．地衣類

については 64属 199種を識別した．その種数と種組成は昭和基地周辺と非常に異

なっている．一方，海洋生物調在は長城基地前の小湾内から外にかけて 5定点を設

け，各層海水中のクロロフィル濃度．栄追塩，表面水温等を測定し， プランクトン

ネット等により種組成研究用標本を採化した．

1. 経緯および計画概要

わが国の南極における外国との共同観測は，単年度で実施される南極条約にhtづく交換科

学者の派遣を別にすれば，従来，［西面極マクマ--l、地域における地球科学的研究」が長期に

わたり組織的に継続されてきた．時代の推移と共に，この共同観測の相手国である米国やニ

ュージーランドで，現地における観測体制に変化が生じたことなどの理由から， これまで通

りの方式，形態でこの共同観測を継続することが困難となった．

＊国立極地研究所. National Institute of Polar Research, 9-10, Kaga 1-chome, Itabashi-ku, Tokyo 

173. 
＊＊秋田大学教育学部. Biological Institute, College of Education, Akita University, 1, Tegata-

gakuen-cho 1-chome, Akita 010. 
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これを機に国立極地研究所内で外国との共同観測のあり方が検討され，従来実施してきた

「西南極マクマード地域における地球科学的研究」を発展的に「1村極地域における外国共同

観測」へと拡大し，地域も西南極と限定せず，相手国の範囲も広け，わが国の由極地域にお

げる観測(T)質的向l:と械的発展を図ることどしに． 共同観測叶lflijの作成にあた）ては，―・課

題を 2~3 年程度とし，相手 11~ も必要に応じて複数とし，観測の':~施地域・時期についても

流動性をもたせるものと十る．

以lこのような経緯や諸々(})条件から，昭和 63年度から 3年叶ghjて，陸上生物を中心に中

国との共同観測を長城柏地 (62°13'S,58°58'W)におしにぐじ施ナることとなった．課題は 1大

陸性南極と海洋性南極におげる動梢物相の比較研究＿］である．

南極大砕は，陸l:・.植物の分布その他の生態学的観点から， 1H極半島およびその周辺諸島か

らなる海洋性南極と，その他大部分の南極大陸からなる大陸性南極とに区分される．海洋性

南極は大陸性1¥4極に比へて翡温，名湿であり，その動植物相は多様であり，｝化的にも既富で

ある．これまで日本の観測隊による動植物の研究は，昭和脳地周辺の大陸性南極に限られて

いた．現在昭和基地およびあすか観測拠点付近で「陸上生態系構造の研究J計画が実施され

ているが，これは平成元年度をもって一段落しようとしている．この時期に，海洋性南極に

おいて動植物の生態を調代・観察し，大陸性南極との比較研究ができることは大変有意義な

ものと考える．

調査計画の概要は以下に示す通りである．

第 1年次（昭和 63年度）

派遣人員： 2名

調査概要：陸上植物は地衣類を中心に調査を行い，その分布と分布を規定する環境条件の調

在を行う．またサンプルを持ち帰り，分類学的研究を行う．海洋生物では微細藻類の現存

械，出現種の季節性，海洋環境条件の調査を行う．

第 2年次（平成元年度）

派遣人員： 2名

調査概要：陸上の微小動物を中心に，各種微小動物の耐寒性の研究を行うと共に生態学的調

査を実施する．微気象的な環境条件は継続調在し，上壌条件の調在も fjう．海洋生物につ

いては可能な範囲で調査する．

第 3年次（平成 2年度）

派遣人員： 2名

調在概要：鮮類および藻類を中心に，鮮類群落の植物社会学的研究， また群落構造と付着藻

類との関係を調査する．微気象的環境の調査は継続実施し，土壌サンプリングも行う．海

洋生物については可能な範囲で調在する．
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2. 初年度の計画と準備

〔南極資料

本外国共同観測初年度として長城基地に 11月中旬から 3月中旬までの約 4 カ月間滞在

し，周辺域で野外調査，採集を行う計画をたてた. 2名の派遣研究者のうち，井上が地衣類

の分類•生態学的研究，渡辺が海産微細藻類を中心とした生態学的研究を担当することとし

た．長城基地の実験室の諸設備および調荘用具等について， 6月末より中国国家南極考察委

員会弁考室に問い合わせを始めた.9月下旬，中国隊海洋生物担当の呂氏と直接連絡をとり，

生物関係の研究計両と担当隊員，基地の生物関係の研究機器について情報を交換した．

日本から長城基地へ持ち込んだ主な研究機材を手荷物分も含め表 1に示す．荷物計 16梱，

約 360kgの仕向地は KingGeorge Island, Antarctica (Great Wall Station of China)と

し，東京から直接プンタアレナスヘ航空貨物として 10月下旬発送した．

表 1 長城基地へ搬入した主な研究機材
Table 1. Major gears for the biological investigations transported to Great Wall 

Station. 

品 名 型式 数量

陸上生物関係

双眼実体顕微鏡

―̀ プ～ータロガー

温度および光籠子七ンサー

電導度計
pHメーター

距離計，高度計，クリノメーター

35mmカメラ

35mmカラーフィルム

地衣類標本採集用具

標本返送用段ボール箱

海洋生物関係

フ° ― フンクトンネット

生物顕微鏡

同上用写真撮影装置

ハーソナルコンピューター

同上用プリンター

ビデオムービー
35mmカメラ

35mmカラーフィルム

降圧トランス

オリンバス

KADEC-U/UP 

堀場 DS8F

堀場 F13

日本南極観測隊用，中型

Norpac型， NXX13および P25

ニコン，オプチフォト

ニコン， UFX-11

マッキントッシュ SE
イメージライクー II

ナショナル， NV-STC20
ニコン， AF801

220V→ 100 V, 300 W, 60 W 
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3. jj動の概要

東京～長城基地間の移動はすべて航空機により行った（表 2). プンタアレナスとキングジ

ョージ島間は，中国隊のチャーターしたチリ空軍の大型輸送機 C-130を利用した．キング

ジョージ島フィルデス半島内では，積雪期にスノーモービル，苫上車で移動が容易であり，

12月中旬以降の融雪が進んでからは， 4つの桔地と滑走路を連絡する道路が装輪Iドで走行可
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能となった（図 1). 長城基地とネルソン島，韓国世宗基地のあるバートン半島の間は水陸両

用車（図 2),船外機付ゴムボートにより移動した．

第 5次中国南極観測隊（劉書燕隊長以下夏隊 27名，越冬隊 14名）での重点観測項目に

は，潮間帯での生態学的調査があげられていた．隊員としては鮮類の研究に年学東氏（北原

表 2 長城基地往復の行動の概要

Table 2. Itinerary of the Japanese party to and from Great Wall Station 

年月日

往路

1988. 11. I 
2• 3 

4 

6 

10 

12 

復路
1989. 3. 8 

62°10'S 

62°15' 

， 
10 

11 

13 

行 動

東京発，北京沿

隊長．対応研究者らと研究打ち合わせ

北京発（ロサンゼルス経由）

サンチアゴ着

ザンチアゴ発，プンタアレナス祈

プンタアレナス発，長城基地着
――-- -. 

長城基地発，プンタアレナス着

研究機材，標本等返送手続

プンタアレナス発，サンチアゴ着

サンチアゴ発（マイアミ．ロサンゼルス経由）

東原祈

JJ, 
e I I 

IJ a.,. 
0 2 km 

一
59°00'W 58°45' 

図 1 キングジ；l -ージ島フィルデス半島と周辺の生物調介域．（）日］は長城基地前小柄

内外の氷上／面洋観測定点．湾奥から外にかけて Stns.2, 5, 9, 12, 17. 
Fig. 1. Fildes Peninsula in King George Island and its vicinities, where biological 

investigations were carried out. Open circles off Great Wall Station denote 

on-ice/oceanographic observation sites. Stns. 2, 5, 9, 12 and 17 from the in-

terior of the small bay. 
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図 2 ネルソン島定着氷に接岸する中国隊の水陸両用車
Fig. 2. The amphibious vehicle of Chinese National Antarctic Research Expedition, 

coming alongside the coastal fast ice on Nelson Island. 

師範学院），オキアミとアデリーヘンキ｀ンとり関係の研究に疸振剛氏（中国科学院海洋研究

所）， 潮間帯の生態系調在および而洋観測に呂培頂氏， 黄鳳胴氏（国家海祥局第一面洋研究

所）が担当者として参加していに従って，｝卜 t.ば年氏，渡辺は呂，貨両氏と共同で野外調

在を実施することが多かった．

滞在期間中の気温は一6~8°C程度で，位天やガスのかかった日が多く， K候は比較的悪

か')た. 2月上旬までは 1~2週間の周阻lで犬候が変化し，それ以降は周期性がくずれ， lllJ-

犬は数日しか無かった．

我々が長城基地に持ち込んた機材は，チリ国内に輸人する際，我々の出国時にはすべて持

ち出すという条件で特別免税の手続きがなされたため，すべての機材が日本へ再輸出され

に．

4. 謁査の概炭

4.1. 陸上生物調査

怜上生物調介．ではキングシ J ーシ，島フィルデス平島における地衣類の分類• 生態学的研究

を中心に行った．キングショーン島には従来， 多くの地衣類研究者か米訪しているが，報告

は散発的なも 0)ばかりで， ANDREEV(1988) による 119 種の所産恨店が唯• まとまったもので

ある． しかし，その報告も南極地域の地衣類相0)大ぎな部分を占める固祈地衣翡lについては

調査が十分とはいえない．本調査では大怜性南極に位附する昭和枯地周辺地域と悔洋性南極

に位骰するキンクジョージ島における地衣類相の比較研究を中心に実施するとともに，地衣

類群落の生育に関与する微気象についても，昭和基地近くのラングホプテで測定した方法と

ほぼ同じ要伯で観測した．
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4.1.1. 野外調雀

上な調在ルートを図 3にホす．フィルテス半島のはほ全域，隣のネルソン島の北部，バー

トン半島にある韓国のflt'ぷ駈地の後背地を調在した．

調査を開始した 11 月中旬から 12Jjf旬にかけては，長城枯地近くりフィルテス半島南

西部とアープリー島を屯、点的に調べた．この期間は残':Jiかもかヽ）たため，後 LIji::iJじ』恥忙ルー

ト周辺を再凋在するための利使を考慮した措骰である．それ以降ぱ調在地域を半島北東部に

あるウルグアイ）I~ 地北r'りおよび，西方閻台やチリ根地の滑走路北方・東方の広大/c'Iとill地に

広げて 3月上旬まで謁在活動をfJった．これらの辿船地へ講在に行く際は， It{上車，ンープ，

水陸両用車等を活用し，非常に効率の良い調在活動ができた．

｀ ｀` 
ヽ ‘̀ ｀`

 `

 

ヽ
ヽ、`｀

 

嗚

図 3 地衣類調介ルート（太し破線；踏在Iレート，細い破線：氷甘域等翡線）．

Fig. 3. A map showing lichens investigation route (broken line: route investigated, 
narrower broken line: contour line on ice cap or snow area). 
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採集された地衣類標本は約 2000I点で，現在までに 64属 199種を識別した．このうち

133種が残雪の多い 1月 2 日までに採集された．このことは鮮類が融雪水によって形成さ

れる湿潤地に生育の本拠地をおき，主な種類が残雪期を過ぎて姿をみせることと対照的であ

る．従って地衣類のフロラ的研究はもちろん，群落生態学的，あるいは生理生態学的研究を

行う場合，同じ夏期間でも蘇類よりも相当早い時期から始める必要があると考えられる． ー・

方，この期間を過ぎて 3月初旬までに採集された標本の中には新産の属や種が多く含まれて

いた．フィルデス半島には火山活動の痕跡が方々にみられ，断崖絶壁が多い．それらのL部

には一般に海鳥の営巣地があり，基部は吹ぎだまりのようになっていて梢雪が多く，遅くま

で残＇こ片がある. C. 0)ような場所やその周辺から，植物地理学上貨爪と思われる地衣類が新た

！に確認されに．

4.1.2. 微気象観測

長城基地の南 300 メートルの小丘（海抜 44 メートル）頃部付近に温度七ンサー 3個

(Usnea aurantiacoatra群落内温度， Pannariahypnorum群落内湿度，地表面温度）およひ光

址子センサー 1個を設置し，テータロカーで微気象を記録した．測定期間は 1988年 12月

8日正午から 1989年 3月 6日 16時で，測定インターバルは 10分である．おおむね良好

なテータが収録できた．データは国立極地研究所と秋田大学に保管されている．

4.2. 海洋生物調査

長城基地前の湾内の約半分には 12月上旬まで）厚さ 70~100cm の定着氷が残っており，

12月 1日まで氷上観測を行った．その後ブリザートに什ぅうねりなどにより氷盤か削れ，

12月後半には沿岸のごく一部を除いて海氷が流失し， IJr-1水面とな→ た．

1988年 11月 17l=J ~1989年 3月 3f=! までの間，図 lに（）印でぷず 5定息で氷上およ

ひ海洋観測を行い（表 3)'表面水温，透明度等の測定，各層採水によりクロロフィ 1t..a, 各種

栄義塩の定械およひソランクトンネソト採集，採泥，小型ヒームトロール網による底生生物

採択を実施しに．このはか，フィルテス半島およびネルソン島北部の海岸でアイスアルジー，

大型藻類，底生動物の標本を採~ し， 日本に持ち帰った．フすルマリンで固定した而水，ア

表 3 1988/89年，長城基地近くの 5定点で行った氷上・悔洋観測
Table 3. Dates for oceanographic observations and ice core collections at five 

locations near Great Wall Station in 1988/89. 
------- 一 —--- --―.. --:_-::_ーご―ニテ＝―：—―- : ニニ-:::.:.- -ニ --・ ―・-. —-—て— . -.:-::---:::--:-. :=ニニ＝

Stns. Nov. 17 20 26 Dec. 1 18 19 Jan. 16 24 Feb. 3 18 22 Mar. 3 

2 I, 0 

゜ ゜ ゜5 I, 0 I I, 0 

゜ ゜゜ ゜゜， 
゜ ゜ ゜12 

゜ ゜ ゜17 

゜ ゜ ゜゜ ゜.. .. - - -- -- --- - -—. ----・-- -- ----- --- --- ---- -

I: ice core collection, 0: oceanographic observation. 
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イスアルジー，プランクトンネット標本各 105,26, 43点は国立極地研究所に保管されてい

る．

観測期間中の表面水椙は一 1.6~2.2°C,面水中のクロロフィル a濃度は 0.21~2.55 mg/ 

msだった． アイスアル:;. -ば， '11が固化し，汁圧水が没る部分の J:部に名<, Navicula 

glacieiが 優占的に出現 lた．またメッシュ開口 20/tffi の Norpac ネット標本中には

Chaetoceros spp., Thalassiosira spp. など中心Flで外洋件の珪藻類が倦占した．
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